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愛のおくりもの

寄附者 内外運輸株式会社（代表取締役社長 知念 義孝）

都市基盤等、住環境整備のための事業

300,000円
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株式会社国土鑑定センター（仲本 徹 代表取締役）

町長に一任（西原町まち・ひと・しごと創生推進事業）

100,000円
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なかもと とおる

フィールドアシスト株式会社（田村 康二 代表取締役）

魅力的な地域をつくる事業

防災用ランタン　100個

たむら こうじ

５
月
号 

お
知
ら
せ
で
ー
び
る

R.7 令和7年5月25日がラスト！狂犬病予防注射のお知らせ

農業者年金の保険料について

　今年度の狂犬病予防集合注射は、残すところ令和７年５月２５日（日）で最後となります。犬を飼っているみ
なさまで、犬にまだ狂犬病の予防接種を受けさせていない方は、この機会にぜひ受けさせてください。
　また、「最近犬を飼い始めたけれど、まだ登録をしていない」という方は、狂犬病の注射と一緒に登録も受け
付けていますので、あわせて手続きをしてください。※死亡の届出もできます。
　登録と狂犬病予防注射は、飼い主の義務です。きちんと登録し、狂犬病予防注射を受けさせましょう。

　保険料は月額２万円（ただし、35歳未満かつ政策支援加入の対象とならない方は月額１万円）から
６万７千円の間で、千円単位で自由に決めることができます。
　詳細は農業者年金基金のホームページをご覧ください。

注意事項についてはお手元のハガキまたはホームページをご確認ください。
お問い合わせ：環境安全課　環境保全係　TEL:098-945-5018

お問い合わせ：西原町農業委員会  TEL:098-945-5281
　　　　　　　JAおきなわ西原支店  TEL:098-945-5225

人権擁護委員候補者を募集します
　人権擁護委員は、国民の基本的人権を守り、また、人権が大切なものであることを国民に知ってもらうため、法務大臣から
委嘱されて活動する、民間のボランティアの方々です。※報酬はありません。
　特別な知識や資格はいりません。これまでの経験を活かし、町の人権擁護活動にご協力いただける方を募集します。興味
のある方は、お気軽にお問合せください。
●主な活動内容
　・人権相談活動
　　特設相談所での相談、随時の相談等
　・人権啓発活動
　　中学生人権作文コンテストの応募依頼・作品審査
　　地域の小学校等での人権教室／人権擁護委員の日や人権週間の啓発活動

●募集内容
【任　　期】委嘱日から3年
 【応募資格】以下のいずれも満たす方
    1 町内在住の20歳以上の方
    2 人格識見が高く、広く社会の実情に通じ、人権擁護について社会の
　　実情に通じ、人権擁護について理解のある方

お問い合わせ：総務課 秘書広報係 TEL:098-945-5011

実施日 場所 受付時間

令和７年５月２５日（日） 西原町民体育館
9時～12時　13時～16時

（12時～13時は昼休みのため、
受け付けできません）

【日程】

【料金】

※午前・午後とも、受付開始直後は混雑が予想されます。ゆとりをもって、御来場ください。

    • 予防注射　３，４００円（注射済票交付のみの方は、５５０円）
    • 新規登録　３，０００円（鑑札票再交付の方は、１，６００円）宝くじの助成金で消防団員訓練用マネキン・消防ホースを整備

　地域社会の健全な発展と住民福祉の向上を目的として、一般財団法人自
治総合センターが全国宝くじの社会貢献広報事業として実施している、コ
ミュニティ助成事業（消防団育成助成事業）を活用し、「東部消防組合消防
団」の訓練用マネキンと消防ホースを整備いたしました。
　消防団とは、それぞれ職業を持つかたわら「自らの地域は自らで守る」と
いう郷土愛の精神に基づき、災害対応等の活動にあたっています。今回整備
された訓練用マネキンと消防ホースを活用し、災害時の活動を円滑に実施
できるよう訓練等に取り組んでいきたいと思います。 コミュニティ助成事業で整備した資器材 訓練用マネキン一式・消防用ホース５本

文化財コラム

文化財コラム トーフグヮービラ

※上杉県令とは、明治から大正期の日本の政治家である上杉茂憲。沖縄県令は現在の沖縄県知事のことで、上杉茂憲は明治一四年五月一八日付で
　任命された第二代沖縄県令であった。
※参考文献
「西原町史第四巻資料編三西原の民俗」「ペリー提督 沖縄訪問記」 お問い合わせ：文化課 文化財係  TEL:098-944-4998

　内間御殿から首里城までのかつてのルートの一部である現在の西原町字池田から首里弁ヶ嶽への道筋にあたる約600メートルほ
どの急勾配の傾斜地に「トーフグヮービラ」という坂道があったというのはご存じでしょうか。
　『南島風土記』には、「瑞慶村阪（づけむらびら）瓣の嶽から西原村の安室桃原に至る阪路。方音「ヂキンダビラ」、訛して「ヂチンタ
ビラ」と唱へ、俗には「豆腐小阪」と稱する。」とあります。
ヂチンタビラ（トーフグヮービラ「豆腐小坂」）は、かつて中城間切渡口村から首里までの旧街道にあたるウチャタイミチ（御茶多理
道）の一部で、幅三間ほどの急勾配の坂道のことをいいます。
　1853年（嘉永6年）5月30日、ペリー提督の派遣する探検隊が沖縄本島の奥地探検に出発した際、その1日目に通った道もまさにこ
の道で、一行は午前10時ごろ那覇に上陸し、弁ヶ嶽を経て、夕方には小橋川の上ヌ松尾で野営しました。後にペリー提督沖縄訪問記
では、「下方に通ずる粘土多い道は、非常に湿っていて滑り易く、苦力共は、荷物を担いで、数回も倒れてころんだ。」と記されています。
　また、1881年（明治14年）11月14日、上杉県令※一行が西原間切番所を訪れた際の記録に「豆腐小坂ヲ下ル、七折九回、羊腸ノ
如シ、嶮峻尤甚タシ」とあり、膝まで泥につかりながら羊腸のように曲がりくねった坂道を下ってきたようです。昔、西原の人々がいか
に苦労して首里へ上ったかが窺えます。
　トーフグヮービラの土質はクチャ（泥岩）からなり、まるで豆腐を
小さく角切りしたように亀裂が生じていることから、トーフグヮービ
ラと名付けられるようになりました。
　1903年（明治36年）ごろにその坂道の迂回路として「花房曲
り」が開通するまでは、首里の鳥堀・赤田・崎山へ上る道路の一つと
して、西原の海側集落の人々や中城村の伊集・津覇・和宇慶方面の
人々が首里の汀志良次マチ（市場）へ野菜や魚、塩などを売りに行
くために利用していました。
　現在のトーフグヮービラは、1984年（昭和59年）の沖縄自動車道
の開通に伴い一部が分断され、残念ながら通行出来なくなっています。
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